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本稿は、 「 『土御門院女房』注解と研究（上） 」 （早稲田大学教育学部
『学術研究』 （国語・国文学編）第五十九号
　
二〇一一年二月）に続く
ものである。前稿には、 「Ⅰ
　
はじめに」と「Ⅱ
　
注釈篇」の三十番
歌までを掲載した。本稿には、 「Ⅱ
　
注釈篇」の三十一番歌から終わ
りまで、 および 「Ⅲ
　
研究篇」 （田渕執筆） を掲載する。凡例やメンバー
その他については、前稿をご参照いただきたい。みな月に、物ゝなげかしさけふばかりにてあらばやとおもふに、それにも心もかはらず、
　
うき事はみな月はつとおもひしに秋たつ日こそ又かなしけれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三十一）
〔現代語訳〕
 水無月に、心の嘆きは今日限りであってほしいと思うけれども、それにも（悲嘆に沈む）心も変わらず、　　
 辛いことは水無月の終わりと共に皆尽き果てると思っていたのに、 （そんなことはなくて）秋になった（立秋の）日にもまた悲しみがこみ上げることだ。
〔参考〕①思ふことみな月はつる今宵よりやがて夏越のみそぎをぞする（二条太皇太后宮大弐集・五五三）②憂きこともみなつきはつと思ひせば今日のみそぎやうれしからまし（有房集・二九）③憂きこともみなつきはつる今日ならばあすやみそぎのしるしをもみん（千五百番歌合・夏三 ・ 一〇四九・兼宗）〔語釈〕 ▽みな月…陰暦六月の異称。 「水無 果 」 と 「皆尽き果つる」
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とを掛ける。①②③はその例。ただしこれらは、六月晦日に行われる禊、すなわち夏越の祓へを詠むもの。当該歌は、その伝統からははずれ、立秋を詠むが、さらに立秋の日に悲嘆を新たにするという詠み方自体も稀である。▽秋たつ日… 。貞応元年（一二二二） 立秋は六月二十一日、 貞応二年の立秋は七月三日 （ 『日本暦日総覧』 本の友社） 。配列からは貞応元年であるが、同二年の可能性もあろう。〔補説〕山崎注が指摘するように、貞応元年七月二日に承明門院御所が焼亡した。 「七月二日 今夜子刻、承明門院御所土御門萬里小路、焼亡、 放火云々」 （ 『百練抄』 ） 、 「七月二日戊申、 今夜承明門院御所炎上、放火」 （ 『承久三年四年日次記』 ）と 。このこと 全く触れていないのは、 本作品が厳密に時間の流れに沿って配列されているかどうか、疑問が持たれる点である。あるいは、このあたりから承明門院御所の人々や様子などの記述 みられないことから、作者は承明門院御所を退出し、二十八番歌が すように内裏に出仕したという可能性も一応考えられる。なげかしさもみとせになりぬ。としのくれに
　
 けふもくれあすもあけぬとかぞへきてなげくみとせのはてぞかなしき
（三十二）
〔現代語訳〕　
心の嘆きも三年となった。その年の暮れに、
　　
 今日も暮れ明日も明けたと数えてきて、嘆きも三年になってしまったその年の果てが、悲しく思われる。
〔参考〕①けふもくれあすも過ぎなばいかがせむ時のまをだにたへぬ心に（物語二百番歌合・二七二・みかはにさける、風葉集・恋二・九三二）②けふもくれあすも過ぎなばと思ふまに空しき年の身に積もりつつ（後鳥羽院御集・一〇一六）〔語釈〕▽みとせ…山崎注は元仁元年（一二二四）冬とする 、当の年数の数え方では、貞応二年（ 二二三 冬とみるのが妥当か。▽けふもくれあすもあけぬ…①②のような先行歌があるが、 「あすもあけぬ」は他に用例が見られない表現。〔補説〕 三年は、 遠く離れている人々にとって一つの節目であった。 『伊勢物語』第二四段にあるように、夫が消息不明であっても、三年経てば、結婚が許されたと いう。また『八代集抄』は、 「流れ木ありてはあひ見てん世のうき事ぞかへらざりける」 （拾遺集・雑上四八〇・道真）に、 「古は軽罪三年とて、配所三年ののちは赦免あり」と注する。
このあたりでは、 「物の嘆かしさ」 「又悲しけれ」 「嘆かしさも三年
になりぬ」 「嘆く三年のはてぞ悲しき」 「嘆かざら し」のような、同じ語の繰 返しがあ
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三
つきもせず、なみだのひるよもなければ、
　
かくばかりなげかざらましあか月の露よりさきにきえなましかば
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（三十三）
〔現代語訳〕　
尽きることもなく、涙が乾く夜もないので、
　　
 これほど歎くことはなかっただろう。 （土御門院と別れたあの）暁に置いた露が消えるよりも前に、 （私が）はかなく消えていた（死んで ）ならば。
〔参考〕①白玉かなにぞと人の問ひし時露と答へて消なましものを（伊勢物語・第六段）②同じくはわが身も露と消えななん消え ばつらき言の葉もみじ（新古今集・恋五 ・一三四三・元真）③御なやみ重くならせ給ひて、雪の朝に／露の命消えなましかばかくばかりふる白雪をながめましやは（新古今集・雑上 一 八 ・後白河院）④露の身のその暁に消えずし たゆるうらみにむすぼほれつつ（千五百番歌合・恋二 ・ 二五四四・良平）〔語釈〕▽つきもせず…主語は三十二番歌を受ければ「嘆き」 、直後を受ければ「涙」であると考えられる。▽あか月…土御門院が出立した暁。本作品では「暁」 「あけぼの」は繰り返される語。〔補説〕露のようにはかなく消える、という歌は多いが、露のよう消えたい、と望む歌は、恋が多い。 「暁」は実際には土御門院が出立した時間帯を指すものであるが、歌としては、②や④のよ 、恋歌
に近い詠み方である。当該歌が、土御門院の生前における嘆きを締めくくる歌となっている。又あきにもなりぬ。むしのこゑ〴〵をきくなかに まつむし きこゆれば、
　
かへりこむきみまつむしのこゑきけば秋よりほかにうれしきはなし
（三十四）
〔現代語訳〕　
 また、 （季節がかわって）秋になった。虫の声々を聞く中に、 松虫（の鳴く声）が聞こえるので、
　　　
 帰っていらっしゃるだろう君を待つかのように鳴く松虫の声を聞くと、秋よりほかにうれしいものはない（と感じられる） 。
〔参考〕①秋の野にしのびかねつつなく虫は君まつ虫のねにやあるらむ（斎宮女御集・二九）②とふ人も今はあらしの山風に人まつ虫の声ぞ悲しき（拾遺集・秋・二〇五・よみ人しらず）③夜もすがら人まつむしの声きけばさもあらぬ袖も露けかりけり（久安百首・二二五・顕輔）④あたら としのはじめにあひくれどこの春ばかりうれしきはなし（後葉集・春上・一八・平兼盛）〔語釈〕▽又あきにもなりぬ…前の歌（三十三）の翌年、嘉禄元年（一二二五）の秋とも考えられるが、三十三番歌の詠作 は厳密には
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決しがたい。ここでは「また、 （季節がかわって）秋になった」と解釈しておく。▽かへりこむ…帰ってくるだろう、の意。下 続く「きみ」は、 土御門院を指す。山崎注の指摘する通り、 『明月記』によると、嘉禄元年（一二二五）四月から六月にかけ 、配流された上皇達の還京の巷説があった。山崎注は、 当該歌もそれによって詠まれたとする。▽まつむし…「 （恋人を）待つ」との掛詞で詠 れるのが一般的。当該歌においても、 「待つ」との掛詞で詠まれている。▽秋よりほかにうれしきはなし…秋に催される感情としては「悲し」とするのが一般的であり、この歌のよう う きはな 詠むの 例外的。特に、三十一番歌で「秋たつ日こそかな けれ」と詠み、 秋よりほかにうれしきはなし」とするのは好対照〔補説〕恋しい人を待って松虫の声を聞く秋、という状況において、伝統にそった「悲し」ではなく、 「うれ 」と詠むこ 、参考歌①～④の歌をみても明らかなように、非常に特殊なものであり、和歌的伝統からはずれる表現である。また繰り返し悲嘆を詠む本作品の中においても、異質な部分である。
嘆きつつも松虫に自分を投影して独りではないという心で、逆説的
に「うれし」と詠んだとも考えられ が、そのよう 心情を詠む しては措辞や構成が直接的で、単純にすぎ 感がある。一方 山崎注の指摘するように、 院の帰京が噂される状況下で詠ま たとするならば、和歌の伝統にあえて反する形で「うれしきはなし」と詠むことも理解できることにな 。ただし散文部分（詞書的 ）には そう 状
況に関して一切触れられていない。かくれはておはしま ぬれば、ゆめにゆめみる心ちして、つや〳〵とうつゝの事とも ぼえず。
　
おのづからこぎもやよすと思しをやがてむなしきふねぞかなしき
（三十五）
〔現代語訳〕　
 （土御門院が）崩御された（との報が届いた）ので、夢の中で夢をみているような心地がして、まったく現実だとは思えない。
　　　
 もしかすると院のお船は（都へ）漕ぎ寄せてくるかと思っていたのに、そのまま（空しき舟という名の通りに）院が空しくなられてしまったことが悲しい。
〔参考〕①住吉の神はあはれとおもふらんむなしき舟をさしてきたれば」 （後拾遺集・雑四 ・ 一〇六二・後三条院）②あさましや夢に夢みるうたたねに又うき夢を見るぞ悲しき（高倉院昇霞記・六五）③池水は水草おほひて沈みにし空しき舟のあとのみぞ見る（高倉院昇霞記・八九）〔語釈〕▽かくれはておはしましぬれば…土御門院の崩御をさす。寛喜三年（一二三一）十月六日出家、同十一日に崩御（ 『百練抄』 『吾妻鏡』 『増鏡』など） 。三十七歳。本作品ではここで初めて崩御が記され、
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五
続いて三十六番歌で「かくれさせおはしましてのち」 、 四十番歌で「十月十一日にかくれさせおはします」と繰り返される。▽ゆめにゆめみる…夢の中でまた夢をみるような現実味がないことの意 ②は高倉院崩御後の歌。▽むなしきふね…上皇の唐名である虚舟をさす ①が良く知られ 歌で、その後③なども詠まれている。しかし当該歌のように、 「空しき舟」に直接、死を意味す 「空 なる」を掛けて、崩御を表現するのはやや異質。かくれさせおはしましてのち、あはより人々のぼりあは 給つるすがたどもをみまいらすれば

　
いろ〳〵の花のすがたとみしものを一いろなるすみぞめのそで

（三十六）
〔現代語訳〕　
 （土御門院の）崩御の後、阿波から（院にお仕えしていた）人々が一斉に都に帰ってこられた姿などを拝見して、
　　　
 （かつては宮廷で）色とりどりの花のようなお姿であると拝見したものを、 （この度は）皆一つ色の墨染めの袖であることよ。
〔参考〕①花の色もうき世にかふる墨染の袖や涙に猶しづくらん（拾遺愚草・二八八九）②梅が香をまたはうつさじ花の色をかへてやつるる墨染の袖（玉葉集・雑一 ・ 一八六二・公雄）
〔語釈〕▽あは…阿波。土御門院は阿波国の池谷村に居住していた。▽いろ〳〵の花のすがた…人々が、 色とりどりの華やかな衣を着た姿。承久の乱以前の宮廷での姿をさすと考えられる。華やかな女性達の姿を「色々 花」にたとえることはよく見られる。▽すみぞめのそで…土御門院崩御ととも 、皆が墨染の衣となったこと ①は定家女民部卿典侍が、 藻璧門院崩御に殉じて出家し 折に家隆が定家に贈った歌、②は公雄が後嵯峨院崩御に殉じて出家した後の歌で、いずれも花の衣と、墨染の衣とを対比して詠む。〔補説〕 『増鏡』 （藤衣）は、土御門院崩御の後、母承明門院は、土御門院が阿波で使っていた遺品を見 、 深く悲しんだと伝えている。 『増鏡』が何の資料に拠 るのか不明だが、 この遺品は、 当該 の「あはより人々のぼりあはせ給つる」 時に、承明門院のところへもたらされたものであろう。『建礼門院右京大夫集』は、作者が大原の建礼門院を訪れ、女房たちの出家姿をみた時、 「都は春の錦をたちかさねて候ひし人々六十余人ありしかど、見忘るゝさまに衰へたる 姿して わづかに三四人ばかりぞ候るる」 と描写している。また逆の例だが、 『讃岐典侍日記』では、堀河院の諒闇が明け 後、 が喪服から一斉に華やかな衣装にかわった様子が描かれている。対比的に叙述している点で、当該歌と通ずるものがある。
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浄土に御まいりときゝまいらせてのちは、つねの御くちすさみわすれがたくて、
　
夏の日のはちすをおもふこゝろこそいまはすゞしきうてなゝるらめ
（三十七）
〔現代語訳〕　
 院が西方浄土に往生なさったとお聞きした後は、いつもの（ 「夏の日の蓮を思ふ」という）御くちずさみが忘れがたくて、
　　　
 「夏の日の蓮をおもふ」の詩句の心を、 （往生された）今は、涼しい蓮の台にすわって味わっていらっしゃることだろう。
〔参考〕①秋夜待月
　
纔望出山之清光
　
夏日思蓮
　
初見穿水之紅艶（和
漢朗詠集・巻下・妓女・七一一・道真）②夏の日も心の水をすませとや池のはちすに露の涼しき（俊成五社百首・三二）〔語釈〕▽浄土に御まいり…阿弥陀仏のいる西方浄土に往生した意。人は四十九日（中陰）の期間ののち、極楽に往生するとされていた。▽御くちすさみ…場面にふさわしい『和漢朗詠集』などの詩句を詠ずること。 「中宮大夫殿、神楽をうそぶき給ひて、 「蕭々たる暗き雨の窓を打つ声」と口ずさみ給ふ。 」 （ 『中務内侍日記』正応三年）など。▽夏の日のはちすをおもふ…①の『和漢朗詠集』 詩句による表現。出典は、 『菅家文集』巻五「早春
　
観賜宴宮人
　
同賦催粧
　
応製」と題
する七言律詩の詩序にある対句。▽うてな…往生を遂げて座る西方浄土の蓮の台のこと。
〔補説〕 「夏日思蓮
　
初見穿水之紅艶」は、宴席に出てきた美しい舞妓
の様子を描写する詩句で、美女を蓮にたとえ、その姿は、夏の日に蓮が開くのを待ち、初めて水の上に開いた紅のあでやかな花の色を見るようだ、という意である。ゆえに 極楽往生して蓮の台にすわる院詠む和歌としては、ふさわしいとは言えない。それでも院が生前に愛唱していたこの詩句をあえて用いて和歌 詠み込んだも か、あるいは、作者がこの詩句の意味 誤解して和歌に詠んだと う可能性もるか。
この三十七番歌と次の三十八番歌とは一連のものであり、同じ詩句
を背景とする 三十八番歌参照。ここでも、関連・類似する性格の二首を並列するという編纂方法（六 ・ 七番歌、二十九 三十番歌など）が見られることに注意したい。秋の夜月をまつといふしをながめさせおはします御こゑお いまきゝまいらする心ちして、
　
あまつそら思いでゝやながむらむあきのよまちし山のはの月
（三十八）
〔現代語訳〕　
 「秋の夜月を待つ」という詩句を詠じていらっしゃる（土御門院の）お声を、今もお聞きするような気持ちがして、
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七
　　　
 （宮中の）空を（眺めていた昔を）思い出して、 （土御門院は今も）詠じておいでなのだろうか。 （かつて）秋の夜に待った山の端の月を（歌った詩句を） 。
〔参考〕①秋夜待月
　
纔望出山之清光
　
夏日思蓮
　
初見穿水之紅艶（和
漢朗詠集・巻下・妓女・七一一・道真）②同じ比、法住寺の堂に侍りけるに、八月ばかり、月のあかきに、顕昭がもとより ありし夜にかはらぬ宿の月をみていかに昔を思ひ出づらん、といへりける返しに／無き影を思ひ出でつつながむれば月もさやかに見えばこそあらめ（治承三十六人歌合・四八・成範）③月前思往事といふことを／いにしへをおもひいでつつながむればやがてなみだにくもる月かな （続古今集 ・雑歌下・一七四〇・師季）〔語釈〕 ▽秋の夜月をまつといふし…前歌と同じ①をさす。 「秋夜待月」の朗詠が宮中で行われた例 、 『御遊抄』保安四年（一一二三）十月十八日条に見える。▽あまつそら…天空。また宮中をあらわす。また、かつて土御門院と共に眺めた夜空と、今日の夜空とが重ね合わせられている。▽御こゑお…底本「 」は、 「も」と書いた上に「お」を重書するか。▽思いでゝやながむらむ…「ながむ は「眺む」と「
詠なが
む」
を掛ける。月を眺めて親しい人物との昔を懐かし には、②③などがある。▽あきのよまちし山のはの月…①の「秋夜待月
　
纔望出山之
清光」を和らげた表現 この詩句は、美しい舞妓 ちが宴席に姿を現したさまを、秋の夕べに が出るのを待ち、ようやく山の端に射し始めた月光を見るかのようだ、とたとえるも 。
〔補説〕三十七 ・ 三十八番歌の本になった『和漢朗詠集』の詩句「秋夜待月
　
纔望出山之清光
　
夏日思蓮
　
初見穿水之紅艶」は、和歌に用い
られることは意外に少ない。 「夏日思蓮」を歌題に用いた作は他に見られず、 「秋夜待月」は本詠を含めても五首と、 としては多くはない。 土御門院の愛唱句であったのかもしれないが 特 この句によって本詠を詠じたのは、宴席に侍る舞妓の美しさを賞でた華やかな詩序の一部を用 ることで、在りし日の院御所 宴を歌の中に呼び起こしたとも考えられるみやこをたゝせおはしましゝ日はけふぞかし おもふ、か しくて、
　
かぞふればうかりしけふにめぐりきてさらにかなしきくれのそら哉
　（三十九）
〔現代語訳〕　
 （土御門院が）都を出発なさった日は、今日であったと思い、悲しくて、
　　　
 数えてみれば、つらかった（別れの日と同じ十月十日という）今日に再びめぐりきて、さらに悲しい夕暮れの空よ。
〔参考〕①大納言公実みまかりてのち、かの遠忌日、よみ侍りける／かぞふれば昔語りに成りにけり別れは今の心地すれども（千載集・哀傷・五八五・花薗左大臣室）②入道うせて又 年、忌日のあはれなり
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しかば／別れにしその日ばかりはめぐりきてゆきもかへらぬ人ぞかなしき（伊勢大輔集・一三八）〔語釈〕▽けふぞかし…土御門院は承久三年（一二二一）閏十月十日に配流下向した。ここでは崩御の翌年の貞永元年（一二三二）十月十日のことか。▽かぞふれば…人との死別・生別から現在までに流れた時間を数え、共有 ていた時間が遠くなっていくことへの感慨や、悲しみを詠む歌は多い ①はその例。▽めぐりき …主語は作者と解釈しておく。 〔補説〕参照 さらにかなしき…配流 時に れた悲しみに加え、院の死により希望が断たれ、二度と再会で な 悲しみが加わった。〔補説〕忌日などの歌で、 「めぐりきて」の主語は、月日である場合と、人物（作者）である場合とがある。主語が月日の例である例としては、②や、 「月ごとに憂き日ばかりはめぐりきてしづみ 影 いでぬつらさよ」 （高倉院昇霞記・一〇一）他 一方、 「おもひきや し秋にめぐりきて又もこの世の月をみんと 」 （長秋詠藻・四八〇）は、どちらが主語であるか確定しにくいが、 『新古今集』雑上では めぐりあひて」となっており、おそらく主語 人物であることを明確にようとしたため 考えられ 。三十九番歌の「めぐりきて」 主語も確定しにくいが、 「 （時間に）めぐりきて」 形であることから、主語は作者と解釈した。
十月十一日にかくれさせおはします。つごもりにくれゆくそらをみれば、うらめしくて、
　
十かあまりひとひすぐるもかなしきにたつさへをしき神な月かな
（四十）
〔現代語訳〕　
 十月十一日に（土御門院は）崩御なさった。十月の晦日に暮れてゆく空を見れば、 （この十月が過ぎてゆくのが）恨めしく思われて、
　　　
 （命日である）十一日が過ぎるのも悲しいが、その上（この十月が）過ぎ去ってゆくのも名残惜しい神無月よ。
〔参考〕①名にしおふ夜を長月の十日余り君みよとてや月もさやけき（建礼門院右京大夫集・三四九）②睦月たつ今日のま ゐ も しきの豊のあかりのはじめなるらん（六百番歌合・九・顕昭）③待賢門院かくれさせ給ひける御忌にこもりて、九月尽日申しつかはしける／世中にうかりし秋とおもへども暮行く今日はをしくやはあらぬ（新拾遺集・哀傷・八五三・公通）④返事／かぎ なく今日の暮るるぞをしまるる別れし秋の名残とおもへば（同・八五四・堀河）〔語釈〕▽十月十一日にかくれさせおはします…土御門院の命日。配列に従えば一周忌である。▽十か まりひとひ…和歌の「十日余り」は、①のように九月十三夜 月を詠む場合がほ んど。ここで 、俊成が後白河院崩御を悼む長歌（長秋草・一五一 で、その崩御の を明記している例と同様である。四十三番歌〔参考〕①参照。▽たつさ
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九
へをしき神な月…和歌で「～月たつ」は、②が「睦月が始まる」の意。山崎注の指摘がある通り、 経つ」を意味する例は少ない。しかし、 「神無月が始まるのは惜しい」では意味が通らないので、物語等で「たちぬる月」 が前月をさすことに準じて考え、 「神無月が終わる」 と解釈する。③④は待賢門院崩御 後に忌み明けを惜しむ歌であるが、 「けふ」が暮れてゆく、終わってし うことへの名残惜しさを詠む点で共通する。〔補説〕三十九 ・ 四十番歌にもあるように、仕えていた主君が亡くなった日や年は「憂し」とされる 、過ぎてゆく も「 」とされる。次に挙げる『月詣集』 （哀傷・九五九 ・ 九六〇）は、高倉院一周忌の折の贈答であり、 一周忌の命日を「憂し」といい、 過ぎてしまえば「惜し」と思うだろうと詠む。
　　　　
 高倉院隠れさせ給ひてつぎのとし正月十四日に、頭中将隆房朝臣に申し侍りし
　　　　　　
藤原公衡朝臣
　　
 別れにしそのよの空のけしきよりうきはけふまで思ひ知りにき　　
返し
　　　　　　　　　　　　　
藤原隆房朝臣
　　
 何かいふこぞはうかりし今日なれどすぐればそれもをしからぬかは
四十番歌は、悲しんでいる今と、その神無月が過ぎてゆくことと両
方を詠みこむことで、風化する前の生々しい記憶を書きとどめようとした歌か。三十九番歌は悲しみの始まりの日を詠み、四十番歌 土御門院の記憶が終わりのない悲しみではなく、いずれは昔語りになってしまうことを惜しむ歌のように思われる。
御はての日、ちやうもんしていづれば、
　
かへるさはいとゞ物こそかなしけれなげきのはてはなをなかりけり
（四十一）
〔現代語訳〕　
 忌み明けの日に、 （法要の）聴聞をして（寺から）退出して、
　　
 帰り道はとても物悲しく思われる。 （果ての日とは言え）嘆きが果てることは、やはり無いのだなあ。
〔参考〕①こりつもるなげきのはてを尋ぬればもゆる思ひはこの世のみかは（正治初度百首・恋・二〇八〇・小侍従）〔語釈〕▽御はて…忌の終わり。四十九日、もしくは一周忌を言う。配列からは、ここでは後者か。▽ちやうもん…聴聞。土御門院の法要に出席したことをさす。どこの寺で行われたかは不明。▽かへるさ…帰り道。 「かへさ」とも。多くは恋歌 使 る表現だが、ここでは仏事からの帰路。和歌で 仏事からの帰り道を「かへるさ」と詠む用例は他に見いだせない。▽なげきのはて…土御門院が崩御した悲しみが終わる時。この措辞は、これ以前には①の歌 み 、こ も恋の歌である。〔補説〕この翌年、すなわち崩御の二年後、天福元年（一二三三）十二月十二日、母承明門院は、現在の長岡京市 金ヶ原に建てさせていた御堂が完成したので、その堂供養を行 、土御門院 遺骨を納めた。この を建てるのは院の遺誡によるも であったという そ
一〇
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堂供養は、導師は聖覚で、土御門家の通光、定通、通方らが、子息たちを連れて列席し、承明門院をはじめその女房たちが多数参列した（ 『明月記』天福元年十二月十一日・十二日条） 。おそらく四十一番歌の仏事も、このような人々が出席したと考えられる。なをうつゝの事ともおぼえで、 なをはるかに御わ りあるとおぼえて、
　
わすれてはおなじよにある心ちしてさはさぞかしと思かなしさ
（四十二）
〔現代語訳〕　
 まだ（院が崩御されたことが）現実の出来事だとも思えなくて、まだ遠くに御幸されているのだ 感じられて、
　　　
 （崩御のことを） 忘れて、 同じこの世におられるような気がして、（しかし）そうだ、 崩御されたのだった、 と気付く時の悲しさよ。
〔参考〕①わすれては夢かとぞ思ふおもひきや雪ふみわけて君を見むとは（古今集・雑下・九七〇・業平、伊勢物語・第八十三段）② なじ世 なほおもふこそ悲しけれあるがあるにもあらぬこの世に（建礼門院右京大夫集・二一八）〔語釈〕▽わすれては…院が崩御されたことを忘れてしまっては。①が良く知られている歌。 ▽おなじよにある…同じこの世に生きている。②は恋人同士が同 にいるものの遠く離れている歌。▽さはさぞか
し…和歌には見られない表現。 「さぞかし」も少ない。〔補説〕 このあたりも繰り返しが多く、 三十九番歌から四十二番歌まで、「かなしくて」 「さらにかなしき」 「かなしきに」 「かなしけれ」 「かなしさ」のように、同じ語が繰り返され、やや平板な印象を与える。また山崎注の指摘があるように、 「なを」 「 を」 「おぼえで」 「おぼえて」のような繰り返しも見られる。はるのはじめよりとし くれまで、こしかたゆく き すむ時 くおぼえて、
　
 はつはるの
　
十日あまりにくらゐ山
　
うつしうへてしまつがねの
　
いつしかこだかくなりしより
　
あまつそらふく風なれど
　
えだ
もならさずをとなくて
　
たのみあふがぬ人もなし
　
四海のなみも
しづかにて
　
ゆきかふゝねもおそれなく
　
たみのかまどもゆたか
なり
　
春は宮人うちむれて
　
のどけきゝみのみよなれは
　
おほう
ちやまの花をみる
　
夏は衣をたちかへて
　
山郭公まちえつゝ
　
お
なじ心にかたらへば
　
みじかきよをそうらみこし
〔現代語訳〕　
 春の初めより年の暮れまで、これまでもこれから先も、 （嘆きと悲しみは）休む時なく（続くと）思われて
　　　
 （建久九年）正月十日過ぎに位山に移し植えた（即位された）
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一一
松の根（幼帝）が、 いつしか木高くなって（立派に成長されて）からは、天空を吹く風が枝も鳴らさず音もなくて（世の中がよく治まって） 、 （そのような君を）頼み仰が い者はない。四海の波も静 であって、行き交う舟も何の恐れもなく、民の竈も豊かである（天下泰平で国は富み栄えて る） 。春は大宮人がうち群れて、のどかな君の御代である で 大内山の花見をする。夏は衣更えをして、山郭公の声を待ちながら、 （みなが）同じ心で語らえば、 （早くも明けてしまう夏 ）短かい夜を恨んだものだ。
〔参考〕①君が代は
　
こだかき松の
　
かげなれや
　
さかえいとども
　
ときはまで
　
木ずゑはるかに
　
おひのぼり
　
うれしき事を
　
みどりな
る
　
ねがひをみつの
　
しなみれば
　
そのしたにすむ
　
われらさへ
　
雲
井も高く
　
なりぬべし
　
おほくの年も
　
おくれども
　
風のけしきも
　
やはらかに
　
枝をならさぬ
　
ことの葉は
　
いく千とせとも
　
かぎらざ
りけり
 （久安百首・七〇〇・親隆）② き三年三月十三日、法皇か
くれさせ給ひし後は、御門ひとへに世をしろしめして、四方の海、波静かに、吹く風も枝をならさず、世治まり、民安うして、 （増鏡・おどろの下）〔語釈〕▽やすむ時なく…本作品では、 「悲し」 「嘆き」が繰り返し叙述されてきた流れからみて、 「 （悲しみ・嘆きは）やすむ時なく」と解せられる。▽はつはるの…以下は長歌。底本では 七五が続けて書かれ、その後に一字分ないし半字分の空白があ 場合が多く、特に前半
ではそれが明瞭に守られている。そのためこの翻刻においても、各句の後 なく、七五の後に一字分の空白を置いた。なお本注解で、長歌を掲げるにあたっては、便宜上、仮に三つに分け、それぞれに語釈等を掲げた。▽ つはるの十日あまり…受禅した建久九年 （一一九八）正月十一日 さす。▽くらゐ山…位山は、位を昇ることを山にたとえた語であるが、ここでは皇位についたことを言う。土御門院が四歳で即位したことは、本作品の冒頭にみえる。▽うつし へて …「ねのびする野べの小松をうつしうゑて年のをながく君ぞ引くべき（新古今集・賀・七二九・通俊）のような例があるが 位山 松 移し植えと言う例は他になく、特殊な表現。 〔補説〕参照。▽まつがね…松が根。幼帝のこと。これに続く「いつしか だかく りし」 その松が生長し小高くなった と、幼帝が立派に成長したこと 言うまつそら…空。宮中をもさす。▽えだも らさずをとな て…王充の『論衡』に「太平の世、五日に一風、十日に一雨、風、枝を鳴らさず、雨、塊を破らず」とあり、君主の徳を称える常套表現。①②もその例。②は後鳥羽天皇の治世を もの ▽四海 なみもしづ にて…漢語「四海」から言う。四海は、天下全域、世の中全体を指 そ波が静かであることは、世の中がよく治まってい 天下泰平の世 表す。常套的な表現だが、 多くの場合は「四方（よも） 」 「よつの海」など和らげた言い方が用いられ 「よもの海波も静かに澄む月の影かたぶかぬ君が御代か 」 （秋篠月清集・月五十首・八〇） ように詠まれる。女房の作品にお て「四海」とい 漢語表現がなされるのは
一二
『土御門院女房』注解と研究（下） （田渕）
やや特殊。▽たみのかまどもゆたかなり…天皇の善政をあらわす。 「高き屋にのぼりてみれば煙たつたみのかまどはにぎはひにけり（和漢朗詠集・六九三、新古今集・賀・七〇七・仁徳天皇）など。▽おほうちやま…大内山は内裏を指す。二十八番歌参照。▽夏 衣をたちかえて…夏の衣に「裁替える」こと。衣更えを言う。▽おなじ心 か らへば…ほととぎすの歌で 、 「おなじ心」はほととぎすとお じ心 言うもの（ 「同じ心にねこそなかるれ」など）が多く、また「 たらふ」はほととぎすが鳴く声を擬人化して言うものが殆どである し しここで そ ではない。臣下たちが集まり ほ とぎす 鳴く声を皆で待ち、 皆が同じ心で語り合ううちに夜が明けてしまう、 と詠む。 先の 「春の宮人」の場面と対照を し、徳の高い君主を中心とした宮廷空間を表現する。〔補説〕全体としては、常套句を中心にまとめながらも、珍しい詞や先行歌からは外れた句 用い方などが多 中でも、冒頭の「はつはるの
　
十日あまりにくらゐ山
　
うつしうへてし」というくだりは特異
なものである。 「位山」は、 「我が君の位 山 高ければあふがぬ人あらじとぞ思ふ」 （万代集・賀・三七九〇・忠通）と う一例 除いては、通常は臣下の者について言う語である。さらに、それを「遷す」とする例は当該歌 みであり、小松を移し植え こ の連関で詠んでいるとしても、やや不審 る。土御門天皇（為仁親王）が、建久九年正月十一日に立太子し、即日受禅するとい 、即位までの劇的な経緯が、異例の形で表れているとも考えられ 。
秋はよすがらなくむしも
　
のどかなるべき君がよを
　
こゑふりたてゝ
きこゆなり
　
冬はあしまのにほどりも
　
たまものとこにはねかはし
　
おどろくけしきもさ になき
　
花ももみぢも月ゆきも
　
をりをすぐさ
ずながめつゝ
　
十返三の春秋は
　
こゝのへにてぞすぎこしを
　
みもす
そがはのながれには
　
かぎりありけるふちせにて
　
ついにはをりゐ給
にき〔現代語訳〕　
 秋は夜もすがら鳴く虫も、のどかなるべき君の御代を、声を張り上げて（言祝ぎ）申し上げる。冬は葦間の鳰鳥も、玉藻の床で羽 交わし、目を覚ます様子もまったくない（おだやかな世である） 。花も紅葉も月や雪も、 （四季折々の美しい）折を逃すことなく鑑賞しつつ、十三年の歳月を内裏で過 て来られた だが、御裳濯川 流れにおいても、 限りのある無常の世であって、 ついには 譲位 さったのだった。
〔語釈〕▽なくむしも…虫の声は、秋の哀れをかきたてるものとして詠まれることが多いが、天皇の治世を言祝ぐものとして詠まれることもある。 「松虫の声きく時ぞ打ちはへて君が千歳の秋は知らるる」 （久安百首・二三四・教長）など。▽君がよ…土御門天皇の治世をいう。▽こゑふりたてゝ…声を張り上げて。▽あしま…葦の生い茂っている間。▽にほどり…鳰鳥。カイツブリの古名。水草を集めて「鳰 浮巣」と呼ばれる巣を作り、よ べない状態 イメージが詠まれる。冬
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にはそれが枯れ、凍り付く寒さと頼りなさが強調される。 「蘆の葉につなぐ浮巣も氷りつつすみあらしたる冬のにほどり」 （土御門院御集・三四三）など。浮巣を玉藻の床と詠む例も見られ、 「にほどりの玉藻の床にふしわびてつららの枕いかにさゆらん」 （実材母集 ・ 五九九）は、眠りにつけない鳰鳥を詠む。当該歌では逆に、 「おどろくけしきもさらになき」と表現 た。しかし、鳰鳥は雄雌連れ添って水に潜る習性を持つが、鳰鳥の「はね」や「はねかはす」は、当該歌以外 ない。そもそも鳰鳥が御代の言祝ぎに まれること 異質。▽花 もみぢも月ゆき …花・紅葉・月・雪は、春夏秋冬そ ぞれの景物の美しさを象徴する語。▽
 十返三の春秋…十三年の歳月。譲位は承元四年
（一二一〇）十一月二十五日（十六歳）で、 後鳥羽院の強い意向により、心ならずも弟の順徳天皇に譲位した。在位期間 十二年と十ヶ月。本作品冒頭では十二年と記している。▽みもすそがは…御裳濯川は伊勢神宮内宮近くを流れる川。神と 室の結びつきを言祝ぎ、神聖性 永続性を表象する歌枕。神祗や祝で詠まれ ことが多い。ここでの詠み方は不審。 〔補説〕参照。▽ふちせ…淵瀬。 「世の中は何か常 る飛鳥川昨日の淵ぞ今日は瀬に る」 （古今集 ・ 雑下 ・ 九三三 読人不知）から、転変の無常をあらわす語。 「さざれ石はいはほ 成りてあすか河ふちせの声をきかぬ御代かな」 （建保名所百首・一〇二三・定家）のように反転されることもあるが、御裳濯川の淵瀬を詠んだ例はなく、不審。〔補説〕当該箇所でも和歌表現として異質な点がいくつか見られるが、最も不審な部分は、 「みもすそがはのながれ は
　
かぎりありけるふ
ちせにて」である。山崎注においても指摘されているが、 御裳濯川は、「君が代はつきじとぞ思ふ神風や御裳濯河のすまむ限りは」 （後拾遺集 ・賀・四五〇・経信）に代表されるように、流れが絶えない永続性・聖性を詠むのが基本であり、御裳濯川を「かぎりありける」または「ふちせ」と共に詠む歌は当該歌以外に見られない。和歌表現の伝統からはずれる表現である。しづかなりけるう しさ
　
きみをあふぎてすぐすまに
　
よのをゝあ
みにひかれつゝ
　
とさへあはへとめぐりきて
　
あとにとまれるあま人
は
　
なみだをながしてすぐすかな
　
はるかなりともわびつゝは
　
よに
だにおはしませ しと
　
思しこともかひなくて
　
ついにむなしきふね
なれば
　
いかにせましとなげくとも
　
月日のみこそかさなりて
　
たと
へむかたもなかりけれ
　
返々もなにせんに
　
春をうれしとおもひけん
はてはか しき神な月哉
（四十三）
〔現代語訳〕　
 静かなお暮らしぶりがうれしいことよと、君を仰ぎ見て過ごすうちに、世の中の大きな動きに絡めとられて、土佐へ阿波へとお遷りになり、都に留まった人々（や私）は、涙を流して過ごすことよ。 （院がいらっしゃる が）遥か遠くであっても、嘆きつつもご在世でい
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てくださればよいと思っていたが、それも甲斐なくて、ついに崩御され しまったので、どうしたらいいのかと嘆いても、ただ月日だけが重なって、 （この悲しみを） とえる術もないことよ。返す返すも（思うことは）いったいなぜ、 （位につかれた）春を嬉しいと思ったのだろ 。 （その春の）果てには、 悲し （崩御の）神無月（の冬が待 ていたのだ） 。
〔参考〕①天の原
　
空ともたのみ
　
仰ぎしを
　
はこやの山に
　
年くれ
て
　
みのりの庭に
　
雪つもり
　
たまのみぎりに
　
風さえて
　
よはのみ
ましも
　
つねならず
　
日かずすぎゆき
　
霞しく
　
春にかはれど
　
はれ
やらず
　
みどりの空も
　
くらされて
　
弥生のとをか
　
ふつかの夜
　
朧
月夜の
　
明け方に
　
こしの山の端
　
雲ぞひき
　
かすめる空も
　
しづか
にて
　
仏のみなも
　
声たえず
　
たぶさのむすび
　
ゐながらに
　
みぐ
をきたに
　
をはりけり
　
かかる悲しき
　
時にあひて
　
誰かは心
　
をさ
むべき
　
たとへんかたも
　
なぎさなる
　
空しき舟の
　
こしかたの
　
昔
のことを
　
さらに又
　
おもひいづるも
　
うばたまの
　
夢路にのみぞ
　
迷はるる（下略）
　（長秋草・一五一）
〔語釈〕▽しづかなりけるうれしさに…「しづかなりける日々のうれしさに」の意か。天皇の窮屈さから開放された退位後の土御門院の生活を、作者の視点で述べたもの。たとえば、譲位した後の後鳥羽院の様子は、 「よろづ所せき御ありさまよりは、なかなかやすらかに」 （ 『増鏡』おどろの た）と描写される。▽よのをゝあみにひかれつゝ…承久の乱という社会の激動を網に喩えた それ 巻き込まれ配流された
ことを「引く」と表現している。しかし、配流をこのように表現する和歌は他に見られない。▽とさへあはへとめぐりきて…六 ・ 七番歌を受ける表現。▽あとにとまれるあま人は…随行せず承明門院御所に残って、 悲しみに沈む人々。 「あま人」 、 十七番歌を受ける表現。 「網」と「海人」は縁語。▽はるかなり もわびつゝは
　
よにだにおはしま
せかしと…四十二番 を受け 表現。▽つひにむなしきふねなれば…三十五番歌を受ける表現。上皇の唐名 「虚舟」 すなわち 「空しき舟」 に、「空しくなる」を掛け、土御門院の崩御のことを言う。しかし、①は後白河院崩御を悼む俊成の長歌で、 「空しき舟の
　
こしかたの
　
昔の
ことを
　
さらに又
　
おもひいづるも…」と詠む中で、 「空しき舟」に、
上皇の死「空しくなる」を重ねて表現す ことは てい い ▽春…長歌冒頭 「はつはる」を受ける表現。建久九年（一一九八）の春をさす。受禅は正月十一日、 即位は三月三日。▽はては…四十一番歌 「なげきのはてはなをなかりけり」を受ける表現。▽かなしき神な月哉…寛喜三年 （一二三一） の 月をさす。崩御は十月十一日。四十番歌の 「十かあまりひとひ ぐるもか しきにたつさへ しき神な月 」を受ける表現。〔補説〕土御門院は、その即位も突然なら、譲位も突然であり、それも自らの意志によるものではなく、後鳥羽院の強制によ ものであった。土御門院は、 『増鏡』が「いとあてにおほどかなる御本性にて」と記すように、穏やかな人柄であり、心ならずも譲位したとは言え、譲位後の生活は静穏で、 「しづかなりけるうれしさ」とは、側近 仕
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える女房の実感であっただろう。しかしそれも長くは続かず、自らは関与していないのに、後鳥羽院が起こ た承久の乱という未曾有の出来事に巻き込まれ、配流・崩御という悲劇的な結末を迎えた。こうした経緯は、長歌の中に織り込まれ、作者の 嘆を際立たせている
この長歌は、起承転結、冒頭と末尾の照応、対句表現などを用いて、
土御門院の即位から崩御までの生涯を 土 門 に長く仕え、院 心から敬愛し、また寵愛された女房 視点で詠じており、 と哀悼が色濃く表される。哀傷の長歌であ と同時に、鎮魂の意味を内包 ていよう。
Ⅲ
　
研究篇
『土御門院女房』解説（一）内容と構成
『土御門院女房』という作品の概略については、前稿の「 『土御門院女房』注解と研究（上） 」の冒頭でも述べたが、冷泉家から突然姿を現した、新出の女房日記である。冷泉家時雨亭文庫蔵の孤本であり、
『冷泉家時雨亭叢書』の第二十九巻『中世私家集
　
五』 （朝日新聞社
　
二〇〇一年）に影印が収められた。この『土御門院女房』については、山崎桂子氏が、翻刻 論文、注釈を発表されてお
り１
、本稿も山崎氏の
御論と注釈から、多大な学恩を蒙っている。『土御門院女房』は、土御門院の崩御後にまとめられたとおぼしい、哀傷歌集的な日記である。作者は不明だが、土御門院に仕えていた女房の手になるもの 考えられる。和歌を下げて書く散文の体裁をとっている。承久三年（一二二一） 、承久の乱に連座して 佐へ配流される土御門院を見送るところから始まり 悲しみつつ自分は都に残って土御門院の帰京 待ち続けるが、寛喜三年（一二三一） 、土御門院が阿波で崩御し、悲嘆に沈み、一周忌の後、作品全体を総括する哀傷の長歌で締めくくる。本作品は日記であるから、おおむね年代順に配列されている。しか
し、厳密に年代順とは言えな 部分もあ 。注解で述べたように、本作品の配列には、関連・類似する性格 二首の和歌を比較対照させつつ並べる意識が仄見える。六 ・七番歌、十六 ・十七番歌 二十九 ・三十番歌、三十七 ・ 三十八番 などがそう た例である。こうした部分は厳密には年代順ではないかもしれない。
山崎氏は、②の論文において、本作品は全体が時間の経過に従って
書かれたものだが 七番歌だけは時間的に問題 あ と指摘している。七番歌は土御門院の阿波遷幸を示す の 、それは『吾妻鏡』によれば貞応二年（一二二三）であ が 本作品 配列上ここは承久三年（一二二一）の 群となるから 。山崎氏 土御門院が実際に阿波に遷ったのは貞応二年五月であったが、その風聞が配流時から流れていたためと推定した。その可能性もあろうが、ここは、 列上こ
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の二首を対照させる形で置いたと考えて良いのではないか。
本作品のもう一つの特徴として、主題に関わらないことは、たとえ
土御門殿や土御門院に関係する事件であっても記さないという点があげられる。作者が承明門院御所（土御門殿）にいたことは、五番歌、九番歌などで明示されているのだが、たとえば、貞応元年（一二二二）七月二日に承明門院御所 放火によって突然焼亡し ことには、まったく触れていな
い２
。また土御門院に寵愛された典侍源通子（土御門通
宗女）が、承久三年（一二二一）八月に逝去したこ
と３
、通子が生んだ
邦仁親王（後の後嵯峨天皇）は乳父 通方（通宗の弟）のもと 養育されたこ
と４
などにも、まったく触れない。女房日記と言っても、その
叙述が及ぶ範囲は極めて限定的で、テーマが絞られている。
ところで、順徳院（土御門院の異母弟）が、父後鳥羽院の死を悼ん
で記した『御製歌少々』もまた 冷泉家か 現れた新出の哀傷歌集的日記 ある。これも哀傷・追悼のテーマに絞られており、延応元年（一二三九）隠岐で後鳥羽院が崩御したことを伝える使が佐渡の順徳院のもとに着いた時から始まり、一周忌 で 悲しみの一年間が綴られてい
る５
。この『土御門院女房』も、土御門院が土佐に出立するとこ
ろから始まり、ひたすら待つ自分とその周辺のことのみが記さ 贈答歌もなく、十一年後 崩御の報を受け、その一周忌までが描かれる。この二作品は、文化圏 成立も近接 ている 、年代的には『土御門院女房』の方が先にまとめられ とみられる。
廷臣・女房による日記では、 『讃岐典侍日記』 『高倉院昇霞記』 『と
はずがたり』などが、主君たる天皇・上皇の死を悼み、書かれたものである。ま 、主君ではないが、恋人の死、そしてある時代の喪失を描く日記的歌集に 『建礼門院右京大夫集』があり、これは『土御門院女房』とほぼ同時期に相前後して成立している。 『土御門院女房』には、注解に記したよう 讃岐典侍日記』 『高倉院昇霞記』 『建礼門院右京大夫集 、表現の点で多くの共通性 見られる。
作品に流れる時間の幅や、構成、表現的特質はさまざまであるが、
これらの作品は、自分が深く敬愛した王の死と、王の死によって失われた時代を、 悲嘆をこめて哀悼する記である。 『土御門院女房』 もまた、その一つとして位置づけられよう。
（二）成立と享受
『土御門院女房』の成立は、 土御門院が崩御した寛喜三年（一二三一）の翌年、貞永元年（一二三二）十月以降であり、これからさほど時を隔ててはいないころにまとめられたものであろう。 『冷泉家時雨亭叢書』の解題によれば、冷泉家蔵『土御門院女房』の書写は鎌倉中期であるから、成立 近い頃の伝本である。冷泉家蔵『土御門院女房』の本の小ささ（縦一二 ・二センチ、横
一二 ・ 〇センチ） 、また美麗さから、こ 本は宮廷周辺の女性のた に作られ、読まれた可能性が高いと思われる。孤本であることから、さほど流布したわけではなく おそらくは土御門院、承明門院、後嵯峨院などの周辺に何らかのゆ りをもつ女性のために作られたものでは
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ないだろうか。貴女か女房かはわからないが、女主人から女房に、本が下賜されるのもよくあることである。現在冷泉家に蔵されることから、当時、土御門院の姫宮（寛喜二年に早世）を養育していた承明門院中納言（定家妹。愛寿御前。寛喜二年に出家）やその娘（押小路姫宮戸部） 、あるいは、やや後 後嵯峨院大納言典侍（為家女）などのような、御子左家出身の女房を経て、御子左家に入った可能性も考えられ
う６
。とはいえ、勅撰集などにはまったく採られていないから、
定家や為家以下の の歌人たちがこ 作品を見た は、確言できない。むしろ女性たちの手に留まっていたも かもしれない。
（三）表現の特質
『土御門院女房』の和歌には、注解にも掲げたように、勅撰集や私家集、 日記や物語などからの、 多く 影響が見られる。 これらを参看 、摂取し、表現形成を行ったことは疑いない。しかし一方では、注解においてしばしば指摘してきたよう
に７
、 『土御門院女房』には、和歌の
言葉の使い方と て、その言葉自体が殆ど和歌では使われない例、また言葉自体は和歌で使われるが、通常使われない意味・状況・組み合わせで使われて る例が しばしば見られる。また、上句と下句と通常行われない連結をされていたり、遠くにい 人をし ぶのに哀傷歌のような表現がさ たり、主語が曖昧であ り、典拠の詩文を誤解しているの はないかと見られる例もある。もちろん題詠 和歌と、本作品のような歌集的日記の は 異な 面 あ そ
れにしても『土御門院女房』の和歌の表現上の逸脱の幅は大きいと言わねばならない。そして和歌の表現構成が、全体に散文 ような作りであって、一文のような構成が多いことも、一つの特徴であろう。
さらにもう一つ注目したいのが、 詞書にあたる地の文の表現である。
普通、歌集においては、詞書は和歌では表現できない場や時、状況、歌題などの説明を行うものであり、 和歌に対して補完的な機能を持つ。『土御門院女房』では、そうした機能を持つ詞書（地の文）もあるが、そうではなくて、和 すでに詠まれ る内容を、散文 繰り返し説明しているものが非常に多い。全部では が、もし極論を言うならば、和歌がまずあっ それに合 せ 適当 詞書（地の文） 付けたのではないかとも想像させるような、 繰り返 的な詞書（地の文）が多いのである。逆に、三十四番歌 場合、院の帰京が噂される状況下で詠まれ とす らば そのことを説明する詞書が必要だがれはまったく記されておらず、 詞書の機能を果たしていないと言える。こうした地の文（詞書）のあり方は 『土御門院女房』の大きな特徴であり、その作品形成のプロセスを考えさせるものである。
加えて本作品には繰り返しが非常に多く、前述のように地の文（詞
書）と和歌とで同じ言葉が繰り返 いるのみならず、前後 和歌と地の文でも繰り返さ ていることが、少なか ある。これも本作品の特徴と言えよう。
最後に、 『土御門院女房』巻末の長歌について述べておきたい。鎌
倉期の日記・物語などの散文に長歌が含まれている例として、 『高倉
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院昇霞記』 『十六夜日記』 『恋づくし』などがあり、後二者の長歌は、作品の総括のような形で、作品内部の表現を取り込みつつ詠まれており、巻末に置かれている。 『高倉院昇霞記』の中には、作者通親による高倉院哀悼 長歌がある。これは藤原俊成が崇徳院と後白河院に哀悼の長歌を詠んでいるのと、軌を一にする（ 『長秋詠藻』 『長秋草』 ） 。これらは、その君主の御代を始まりから辿り賛頌しつつ、崩御への追悼と悲傷を述べるものである。長歌は、 撰集や定数歌では、 『久安百首』『千載集』 『新勅撰集』などにある。なお、 『承久記』下には、佐渡に流された順徳院と、都の九条道家と 間で交わされた、訴嘆の長歌贈答がある。 『中務内侍日記』にも長歌 贈答 見え このように長歌が詠まれ 場合には、普通 贈答もあるが、多くは自らの述懐・訴嘆、あるいは君主への追悼を詠む である。
これらのうち、散文作品の巻末に長歌が置かれている場合、それが
作品の作者によって たも で成立時から付されていたとは断定できない。家永香織氏は、 『恋づくし』 の長歌は、 後人 創作 あり 「御所本系『隆房集』を一旦ばらばらにし、その内か 幾つか ピースを拾い出して、 新たに組み立て直したようなもの」 推定し
た８
。ただ『土
御門院女房』の場合は、成立と 冷泉家本の書写年代とが近接 ていることから、この長歌は成立当初から った可能性が高いのではないかと思われる。『土御門院女房』の長歌のうち、最後の三分の一は、 『土御門院女房』が始まる土御門院配流以降の時と重 っているゆえか、本作品の和歌
表現との重なりが多く見られ、詞句を点綴していると言えるほどである。前述のように、こうした傾向は、 『十六夜日記』や『恋づくし』の長歌にも見られる。
以上のように、 『土御門院女房』の長歌が、自らが仕えた君主の御
代を辿り賛頌しつつ、そ 崩御を悲嘆 追悼すること、そして長歌を巻末に置き、作品中の措辞を点綴する とは、長歌の文学的特質・伝統に沿ったものである。
（四）作者
作者は、土御門天皇に在位時より仕える女房であったことが、巻末
の長歌によって知られる。また序には、 欠字があるもののおそらく 「かた時もいでつる時なくて、かたじけなくたのみおきまいらせしに」記しており、自分は常に出仕している定番の女房であり 在位中も譲位後も常に侍っていた旨を述べ い だ、四歳 即位時か 出仕していたかどうかは明示されていない。ゆえ 、 『三 記補遺』 「建久九年正月十一日
　
付簡女房」に、 「掌侍従五位上高階秀子」以下、
この日受禅した土御門天皇に女房とし 出仕し簡を付し 女房二十七名の名が列挙されるが、この中 『土御門院女房』の作者がいるかどうかは不明である。 『土御門院女房』の中で 、作者の個人的な側面について触れていないので、特定は困難である。『冷泉家時雨亭叢書』所収の『土御門院女房』影印によれば、外題も内題もなく、江戸中期に補われた紙表紙に「此集は つか
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へまいらせし女房のかける物とみゆ。もし家隆卿の女小宰相などにてやあるらん」と書かれている。この「家隆卿の女小宰相」という推定は、妥当であろうか。以下、これについて述べておきたい。
冷泉家時雨亭文庫所蔵の私家集の表紙には、稀ではあるが、書写や
書き入れの錯誤もある。時代も筆者も異な が、前 の順徳院が作者である『御製歌少々』の表紙外題には、 「御製歌少々
　
土御門院歟」
と書かれてい
る９
。また、 『澄覚法親王集』の表紙（後補）の外題には
「證覚法親王集」 （つまり「証覚法親王集」となる）と書かれているが、これは「澄覚」とあるべきもので
る
11。小宰相かという推定は、一説
ではあるが、しかるべき根拠に基づく推定ではないと考えられ 土御門院・承明門院の女房のうち最も著名な女房歌人は小宰
相
11であるか
ら、そのように書かれたの ろう。
歌人に限らず、土御門院の後宮や女房には、どのような女性がいた
のだろうか。土御門院 は中宮麗子（陰明門院）がいるが、おそ く最も寵愛されたのは源通子（後嵯峨天皇の母）であって 数人の皇子 ・皇女が生まれた。そして、土御門院に仕えた女房では、少なくと 十数名の出自が確認できる うち、皇子・皇女を生んだ女房も多く、十名に及
ぶ
11。早くに退位したこともあってか、意外な多さである。寵
愛した女房はこれよりもさらに多かった あろう。こ ことを勘案すると、土御門院に寵愛されたこと、和歌を詠んだ とだけで、土御門院小宰相を作者に決定するのは、ややむず しいかもし ない。
歌人としての力量の点で言えば、小宰相は四十五年もの間歌人とし
て活動した女房であり、特に後嵯峨院歌壇で活躍し、題詠の和歌を読みこなし、 『宝治百首』などいくつもの百首を詠んだプロフェッショナルな歌人である。しかも、 『土御門院女房』の和歌と、土御門院小宰相の和歌とは一首も一致せず 表現上の重なりを見出すことすらもむずかしい。また総体的に、前節 述べたような『土御門院女房』の和歌表現の問題点を鑑みると、半世紀近くにわたって歌壇で活躍した専門歌人とは一致しにくいの はないかと思われる。
小宰相の和歌について、大取一馬氏は前掲論文で、判詞の付された
歌合歌を検討し、 「基本的には「やさ 」 「艶」 「優」など 評語で評される伝統 ふまえた優美な歌であっ と考えられる。 」として る。まず、年代的に『土御門院女房』の成立に近い時期の歌は『遠島御歌合』であるが、 大取氏はこの出詠歌を後鳥羽院の判詞の評価 ら見て、「歌の姿のおとなしい、そして殊勝で深い情の感じられる歌」と指摘する。この『遠島御歌合』の小宰相 を、先行 等との関係から改めて考察してみると、珍しい表現が少し用いられているもの 、歌の内容としてはそれまでの表現史の枠を出るものではなく、判詞で特に批判されている表現もないことが知られ
る
11。またやや後年の例では、建
長八年（一二五六）九月十三夜の「基家百首 合」について、大取氏は判詞の記述から、 「伝統にのっ った歌 しい であるが それゆえに平凡で新奇 に欠け 」と評されていると指摘する。そしてこの歌合の小宰相歌 一部を検討してみると、詞 使い方や組み わせに先行例がないものや、やや珍し 点も見られ が 一首 としては
二〇
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伝統的な詠み方や自然さを備えていると見られ
る
11。以上のように、小
宰相のごく一部の和歌の検討ではあるが、その結果、 『土御門院女房』に見られる、特異で奇抜な表現をしばしば詠み込んだり 和歌で詠まれる語であるが普通は使われ い用法 用い 、というような詠 姿勢とは、小宰相の詠歌は 致しにく という面が浮かび上がる。
小宰相の歌人としての位置、またその和歌表現からは、あくまでも
推定であって断定は きないけれども、蓋然性の点 言 小宰相が『土御門院女房』の作者であ と 考えにくいように思われる。 『土御門院女房』の作者については、土御門院小宰相から一旦離れて、作品の内外から改めて考えなくて な であろう。［注］１
　
 ①「新出資料「土御門院女房」
( 冷泉家時雨亭文庫蔵）の翻刻」 （志學館大学文
学部 『研究紀要』 二十三巻二号
　
二〇〇二年一月） 。② 「冷泉家時雨亭文庫蔵 「土
御門院女房」の構成と内容―作者の手がかりを求めて―」 （ 『中世文学』四十八号
　
二〇〇三年六月） 。③「 『土御門院女房』注釈」 （一）～（三） （志學館大学
人間関係学部『研究紀要』二十五巻一号～二十七巻一号
　
二〇〇四年一月～
二〇〇六年一月） 。
２
　
 『百練抄』に「七月二日、今夜子刻、承明門院御所土御門萬里小路、焼亡、放火云々」 、 『承久三年四年日次記』に「七月二日、戊申、今夜承明門院御所炎上、放火」とある。
３
　
 『明月記』寛喜二年（一二三〇）九月七日条。
４
　
 暦仁元年（一二三八）の通方没後には、承明門院の土御門殿で養育され、成人した。
５
　
 田渕句美子・兼築信行「順徳院詠『 製歌少々』を読む」 （ 『明月記研究』七 、二〇〇二年一二月） 。
６
　
 メンバーの大野順子の調査報告による。
７
　
 特に参考となる歌番号を列挙する。七、 八、 十三、 十六、 二十五、 二十六、 三十一、三十二、 三十四、 三十五、 三十七、 三十 四十 四十一、 四十三。
８
　
 「隆房の恋づくし（艶詞） 」 （ 『国語と国文学』八四―一、 二〇〇七年一月） 。
９
　
 『冷泉家時雨亭叢書』所収『中世私家集
　
六』 （朝日新聞社、二〇〇二年） 。
10　
 『冷泉家時雨亭叢書』所収『擬定家本私家集』 （朝日新聞社、二〇〇五年） 。
11　
 小宰相については、大取一馬氏「承明門院小宰相詠歌攷」 （ 『王朝文学の本質と受容
　
韻文編』和泉書院、二〇〇一年） 、山崎桂子氏「承明門院小宰相の生涯
と和歌」 （ 『国語国文』七十二―六、 二〇〇三年六月）に詳しく、ほかに大取氏と山崎氏それぞれ よる詠歌集成がある。
12　
 メンバーの大野順子の調査報告による。
13　
 メンバーの板垣満理絵の調査報告による。
14　
 メンバーの芹田渚の調査報告 。
［付記］本稿提出後に、 山崎桂子氏「 『土御門院女房日記』考」 （ 『国文学攷』第二二号、二〇一一年九月）に接した。 『高倉院昇霞記』からの影響を主に論ずる論で、多くの示唆を得たが、本稿には生かすことができなかったことをお詫びする。
